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有機化合物の絶対立体配置決定法やキラル化学で著名な研究者で、”Chirality“

1212‐‐102 102 (Bldg (Bldg 12, 12, RmRm 102)102)

のEditorです。2007年、Chirality Medalを受賞。今回、名古屋大学の招聘教授とし

てご来日される機会に東京へお越しいただき、ご講演いただけることとなりました

。皆さまのご来聴をお待ちしております。なお講演後、女性研究者支援モデル事

業の 環として フリ ディスカ シ ンがあります 併せてご参加ください業の一環として、フリーディスカッションがあります。併せてご参加ください。
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